
   平成２２年度ひろしまの森づくり事業 

 

 １ ねらい   県土の保全や水源かん養などの森林の有する公益的機能を持続的に発揮させるため，「ひろしまの森づくり県民税」を財源に，県民共有の財産である森林を環境に貢献する森林として，県民全体で守り育てる事業を推進する。  ２ 事業内容及び予算額  「ひろしまの森づくり県民税」の税収相当額を「ひろしまの森づくり基金」に積み立て，毎年度 所要額を取り崩して事業を実施する。                      （単位：千円）   区区区区        分分分分    事事事事        業業業業        内内内内        容容容容    事業主体事業主体事業主体事業主体    予算額予算額予算額予算額    補助金 事 業 ひ ろ し ま の 森 再 生 （ 人 工 林 対 策 ） 手入れが十分されず放置され，緊急に整備が必要な人工林について，健全な人工林や針広混交林への誘導のための間伐等を実施 市町 347347347347,,,,259259259259    やすらぎの里山活用 （ 里 山 等 の 対 策 ） 手入れが不十分な里山林について，土砂災害防止，生物多様性の保全，鳥獣被害防止等を目的として整備するほか，住民団体やＮＰＯ等が自ら企画・立案した森づくりへの取組や森林・林業体験活動を支援 木 の ぬ く も り 発 見 （間伐材利用対策） 県産間伐材の利用や製材端材等の活用の推進など うるおいのまちづくり 都市部等における身近な生活環境の緑化推進 交付金 事 業 特 認 事 業 基礎交付額を超えて事業を実施したり，メニュー以外の事業を実施するなど，特に必要と認められる事業 市町 333396969696,000,000,000,000    
県実施 事 業 ひろしまの森づくり （県民意識の醸成） 県民に対する森林・林業に関する意識啓発及び県産材を使用した住宅新築等への助成による県産材普及 県 109,000109,000109,000109,000    合合合合                                    計計計計    852,259852,259852,259852,259     ３ 取組状況 区分 実施事例（Ｈ２０～Ｈ２１） 補助金 事 業 ◆災害危険地周辺のヒノキの間伐（Ｈ20）  広島市安佐北区小河原  整備面積 0.4ha    ◆主要道路沿いのスギの間伐（Ｈ21） 廿日市市吉和 整備面積 5.9ha    ◆小学生の林業体験学習  （H20 北広島町）  町内の各小学校から 3～6年生75人が参加し間伐体験等を実施  

 ◆手入れが不十分な里山林の整備  （H20,Ｈ21 安芸高田市） 地域の里山を憩の場として整備   交付金 事 業 ◆公共空間への間伐材ベンチの設置  （H20 福山市） 福山駅周辺の商店街に16 基設置   ◆地元住民やボランティア団体，企業等と連携した里山再生活動 （H21 尾道市）【特認事業】 約 300人の参加により苗木 2,000本を植樹 
 

県実施 事 業 ◆県民参加の森づくりへの意識啓発を図るシンポジウムを開催  （Ｈ20） 参加者数：300名   ◆森の働きや「ひろしまの森づくり事業」等を学んだ子ども達が都市部の親子を案内する体験バスツアーを実施（Ｈ21）  参加者数：80名  
 


